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ご略歴
平成11年3月 愛知学院大学歯学部 卒業
平成17年3月 愛知学院大学大学院歯学研究科 修了
平成17年4月 愛知学院大学歯科矯正学講座 非常勤助手
平成19年7月 愛知学院大学歯科矯正学講座 非常勤講師
平成22年4月 オレフィス矯正歯科（愛知県）開院

所属学会・資格
・歯学博士
・日本矯正歯科学会 臨床指導医（旧専門医 第314号 2014年）
・認定医（第2623号 2005年）
・日本舌側矯正歯科学会（JLOA）認定医
・世界舌側矯正歯科学会（WSLO）認定医
・ヨーロッパ舌側矯正歯科学会（ESLO） 専門医（Titular member）
・愛知学院大学歯科矯正学講座 非常勤講師
・日本舌側矯正歯科学会 常務理事

昨今、ラビアル、リンガル、アライナーなど多岐にわたる装置を臨床に用いることが
できる時代になりました。それぞれの装置は独自のメカニクスを有し、臨床家自身が
各装置の長短所を見極め、症例毎に適切な選択、診断を行う必要性を強く感じています。
1996年に発売され、今なお進化し続けるデイモンブラケットは全世界で多くの症例に
使用されてきました。デイモンブラケットはカリエスやペリオのリスク管理の観点で
メリットがあるとも言われていますが、一方でトルクコントロールやアンカレッジマネジ
メントにはコツが必要と考えます。
今回は、私が「なぜデイモンブラケットを選択するのか」について、抜歯症例を中心と
した臨床上のポイントをお話させて頂きます。
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